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こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
既
に
内
藤
篤
輔
氏
が
、
昭
和
四
○
年
度
（
一
九
六
五
）
の
科
学
研
究
費
に
よ
っ
て
九
州
地
方
を
中
心
と

し
た
「
被
撞
人
資
料
探
訪
記
」
と
い
う
調
査
報
告
書
を
作
成
さ
れ
、
そ
の
報
告
を
含
む
『
文
禄
慶
長
役
に
お
け
る
被
擴
人
の
研
究
』

二
九
七
六
）
と
い
う
大
著
が
著
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
の
前
提
と
な
る
研
究
会
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
史
を
ふ
ま
え
、
加
賀
藩
の
脇

田
家
に
伝
わ
っ
た
「
家
伝
」
と
呼
ば
れ
る
金
（
脇
田
）
如
鉄
の
伝
記
の
読
書
会
か
ら
出
発
し
た
。
こ
の
伝
記
は
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵

略
に
際
し
て
七
才
で
捕
虜
と
な
り
、
日
本
に
永
住
し
た
人
物
の
自
伝
と
し
て
希
少
の
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
笠
井

氏
に
き
わ
め
て
詳
細
な
異
本
と
の
校
合
を
含
む
テ
キ
ス
ト
の
校
註
本
を
作
成
し
て
頂
い
た
（
本
報
告
書
に
収
録
）
。
さ
ら
に
は
こ
の
よ

う
な
近
世
初
期
の
渡
来
朝
鮮
人
が
、
日
本
の
近
世
的
秩
序
、
ひ
い
て
は
東
ア
ジ
ア
の
近
世
的
秩
序
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
の
検
討
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
こ
の
点
で
は
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
に
終
わ
っ
た
が
、
今
後
の
問
題
提
起

の
た
め
の
端
緒
と
す
る
こ
と
で
責
め
を
ふ
せ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
報
告
書
は
、
一
九
八
九
年
、
九
○
年
の
両
年
度
に
わ
た
っ
て
、
文
部
省
の
科
学
研
究
費
の
補
助
を
受
け
、
一
般
研
究
（
Ｂ
）
と

し
て
行
わ
れ
た
「
日
本
近
世
初
期
に
お
け
る
渡
来
朝
鮮
人
の
研
究
Ｉ
加
賀
藩
を
中
心
に
ｌ
」
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
研
究

は
鶴
園
裕
（
金
沢
大
学
教
養
部
・
朝
鮮
文
化
）
を
代
表
者
と
し
、
中
野
節
子
（
金
沢
大
学
文
学
部
・
日
本
近
世
社
会
経
済
史
）
、

片
倉
穰
（
大
坂
府
立
大
学
総
合
科
学
部
。
ベ
ト
ナ
ム
前
近
代
史
）
、
笠
井
純
一
（
金
沢
大
学
教
養
部
。
日
本
古
代
政
治
史
）
を
研
究

分
担
者
と
し
て
研
究
組
織
を
構
成
し
、
月
一
回
ペ
ー
ス
の
研
究
会
や
、
全
国
の
県
立
図
書
館
等
を
対
象
と
し
た
近
世
初
期
渡
来
朝
鮮

人
の
関
連
資
料
残
存
の
有
無
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
加
賀
藩
と
の
比
較
を
目
的
と
し
た
北
九
州
な
ら
び
に
南
九
州
地
方
へ
の

調
査
旅
行
な
ど
を
行
っ
た
。
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